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「アジアの中の日本」

経済を中心とする世界のグローバル化が一層スピードを増して進展する
中、日本にとっては、とりわけアジア地域の重要性が相対的に高くなって
きている。

世界経済では、アジアを中心とする新興国の成長率が先進国を大きく上
回っている。GDPのシェアでは、新興国は現状の1/3から2020年には1/2
程度にまで上昇する見込みであり、近い将来、｢新興国｣という言葉が適切
な表現とは言えなくなるかもしれない。

こうした勢いの中で、日本では業種を問わずアジアへの進出が以前にも
増して続いており、まさにアジアとの共存共栄が日本の今後の進むべき大
きな道の一つであることを実感している。
かかる経済面での緊密化に加え、同時に重要なことは、教育や文化など
さまざまな側面で交流を深化させ、アジアという ｢同質性｣と ｢異質性｣を
相互理解し、信頼できる関係を真に構築していくことだと思う。

筆者は経済同友会で教育問題委員会を担当している。文部科学省は日本
の若い世代の内向き志向や外国人の日本離れを修正するために、米国等と
の協働教育支援に加え、アジアにフォーカスしたプログラムの予算計上を
始めている。すなわち、2010年度からの日中韓での単位相互認定や、学位
授与等を共通枠組みで行う ｢キャンパス・アジア｣ に加え、今年度から始
まるアセアン諸国等との大学間交流支援による学生の双方向交流促進プロ
グラム等である。

こうした若い世代の交流がさらに拡充されていけば、アジアの中の ｢日
本｣ としての将来に大きな期待が持てると思われ、政府には一層の政策配
慮を要望すると同時に、企業としても何らかの貢献をしていきたい、と考
えている。

若い世代とは対極だが、筆者は90年代半ばにタイに勤務したことから、
タイ勤務経験者の会の会長を引き受けている。ほとんどの人が現役を引退
したOBで、あらゆる業種出身の70人くらいの会である。会では在日タイ
大使館をはじめ、タイの主要な人たちとの交流を続け、出身企業の立場を
離れて日タイ両国の関係親密化を目指し活動している。こうしたOBの息
の長い草の根活動も、アジアでは意味があることだと思っている。

【イタリア／ビザンチン時代のメダリオン（円形装飾）】
5世紀から15世紀に東ローマ帝国で発達したビザンチン美術
は、古代ギリシア美術などを継承しつつ東方的な色彩を帯び
ているといわれ、非常に優れたモザイク画を生んでいます。

今月の表紙：世界の文様シリーズ


